
ひと・まち★きらり　 12月号

2013（平成 25）年
№ 111

すう
大島
お
広報

　11 月８日、みかキン・みかトトをデザインした浮
島出身のデザイナー新村則人さんが、久賀中学校で
講演を行いました。
　講演は久賀土曜夜市のシンボルマークを生徒に考
えてもらうため町商工会青年部の主催で開催され、
生徒は新村さんからシンボルマークの作り方のコツ
などを教えてもらいました。

デザイナーから学びました
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■
待
ち
時
間
を
減
ら
す
た
め
に

　

申
告
期
間
中
、
会
場
は
多
く
の
人
で
混
み

合
い
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
計
算
や
営
業
・
農
業
の
収
入
と

経
費
の
計
算
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
自

書
コ
ー
ナ
ー
に
ご
案
内
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

待
ち
時
間
の
短
縮
の
た
め
、
事
前
の
資
料

整
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
場
合

　

領
収
書
は
、「
医
療
を
受
け
た
人
ご
と
」、

「
病
院
・
薬
局
ご
と
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
合
計
金
額
を
計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
医
療
費
の
払
い
戻
し
や
、
生
命
保

険
な
ど
の
補
て
ん
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の

金
額
が
わ
か
る
資
料
を
準
備
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

■
営
業
、
農
業
等
の
収
支
計
算
を
す
る
場
合

　

あ
ら
か
じ
め
、
毎
月
の
収
入
金
額
や
領
収

書
を
整
理
し
て
、
項
目
別
に
確
認
が
で
き
る

よ
う
、
分
類
・
集
計
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
■
領
収
書
等
の
注
意
事
項

　

領
収
書
や
証
明
書
は
、
必
ず
原
本
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

　

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方
は
、
年
金
支

払
者
（
日
本
年
金
機
構
等
）
か
ら
町
に
年
金

情
報
が
通
知
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
町
・
県

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
源
泉
徴
収
票
に
記
載

し
て
あ
る
控
除
以
外
の

控
除
等
を
追
加
す
る
場

合
は
、
申
告
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

税
の 
申 

告 

準 

備 

は
お
早
め
に
！

２
月
中
旬
か
ら
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

来
年
２
月
中
旬
か
ら
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
会
場
が
大
変
混
み
合
い
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
の
受
付
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○大島地区

対象地区
申告会場の変更

（旧）会場 （新）会場
棟畑、屋代中村、奥村 屋 代 山 泉 セ ン

ター
大島庁舎

石原、樫原、自光寺

神領、中、原 神 領 コ ミ ュ ニ
ティセンター

大島庁舎
田中、銅、郷の坪

徳神、吉井、上砂田、砂田、下砂田
JA 山 口 大 島 農
協周防大島支所

大島庁舎吉兼、上北迫、下北迫、東北迫

川地、羽越

志佐（浜西・浜東） 志佐老人憩いの
家

大島庁舎
志佐（郷串・上湯所・下湯所）

北一（西・中・東）、北二（西・中・東）小 松 コ ミ ュ ニ
ティセンター

大島庁舎
瀬戸、南一、南二、南三

日見（浜・塩町・木原）
日見公会堂

沖浦農村環境改
善センター日見（奥田中・里）

横見（森添・大歳） 横見老人憩いの
家

沖浦農村環境改
善センター横見（塩田）

出井（川窪・中開地） 出井老人憩いの
家

沖浦農村環境改
善センター出井（天神東・明神・追通）

家房（大東・久保） 家房老人憩いの
家

沖浦農村環境改
善センター家房（家房原・割石）

「申告相談所」の会場が変わります
次の会場について、平成 26 年の申告相談から会場が変わります。
その他の会場を含む全体の「申告相談所開設日程」につきましては、1 月号の広報でお知らせいたします。

○久賀地区

対象地区
申告会場の変更

（旧）会場 （新）会場
山下浜東 1 区、山下浜東 2 区

椋野北地区学習
会館

椋野公民館山下浜西 1 区、山下浜西 2 区

西ヶ原

○東和地区

対象地区
申告会場の変更

（旧）会場 （新）会場
馬ヶ原、黒谷 馬ヶ原公民館 油宇公民館

内入（東・西） 内入公民館 和田公民館

情 情島公民館
油田農村環境改
善センター

小伊保田 小伊保田公民館
油田農村環境改
善センター

沖家室（中・峠・刈山・岡・鼻・南）沖家室公民館 佐連会館

地家室（西・中・郷・東） 地家室公民館 佐連会館

小積、大積、五条 海辺の家おつみ
東和総合セン
ター

神浦（東・西） 神浦公民館 和佐公民館
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「
三
浦
君
が
雨
降
ら
す
け
」
っ
て

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
雨
男
？
今
年
の

周
防
大
島
の
イ
ベ
ン
ト
は
雨
が
多

か
っ
た
で
す
ね
。
歩
け
歩
け
大
会
、

サ
タ
フ
ラ
フ
ァ
イ
ナ
ル
、
そ
し
て
、

雨
で
延
期
に
な
っ
た
周
防
大
島
ま
る

か
じ
り
は
延
期
日
も
雨
。
本
当
に
ご

め
ん
な
さ
い
。

　

ま
る
か
じ
り
で
は
、
は
じ
め
て
軽

ト
ラ
市
場
と
い
う
も
の
に
出
店
し
ま

し
た
。「
島
の
八
百
屋
」「
百
円
均
一
」

と
い
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
や
店
構
え
を

考
え
た
り
、
当
日
を
迎
え
る
ま
で
に

も
楽
し
み
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
自

分
で
作
っ
た
野
菜
は
出
す
ほ
ど
無

か
っ
た
の
で
、
町
内
で
畑
を
さ
れ
て

い
る
方
に
出
品
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
軽
ト
ラ
の
荷
台
を
い
っ
ぱ
い
に

で
き
た
だ
け
で
も
達
成
感
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
雨
に
も
関
わ
ら
ず
、

ご
来
店
い
た
だ
い
た
方
々
に
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。
売
れ
行
き
も
予
想
以
上
で

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
本
当
は
あ
あ

い
う
場
で
豆
茶
で
も
飲
み
な
が
ら
、

の
ん
び
り
お
話
み
た
い
な
こ
と
も
し

た
か
っ
た
で
す
。
茶
飲
み
話
。
来
年

は
や
り
ま
す
！
絶
対
！

　

さ
て
、
毎
月
恒
例
「
島
く
ら
す
海

そ
う
じ
」今
年
最
後
の
海
岸
清
掃
は
、

以
前
、
雨
の
為
に
中
止
に
な
っ
た
大

崎
の
海
岸
で
再
度
ト
ラ
イ
し
ま
す
。

今
年
の
汚
れ
は
今
年
の
内
に
！
12
月 

21
日
㈯
午
後
１
時
ス
タ
ー
ト
で
す
。

大
崎
ト
ン
ネ
ル
西
側
の
海
岸
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

御
縁
を
い
た
だ
き
、
こ
の
春
よ
り

周
防
大
島
の
住
人
と
な
り
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
皆
様
の
お
か
げ
で
、
春

夏
秋
冬
の
日
々
を
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
来
年
も
ま
た
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
お
役
に
立
て
れ
ば
、
幸
い
で
す
。」
10

　
　
　

　
　
　
　
　
　

定
住
促
進
協
議
会
日
良
居
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
０
２
３
４

地域おこし協力隊
三浦宏之

▲ 11 月 10 日
周防大島まるかじり
軽トラ市場の様子

　周防大島町では、山口県東部で微小粒子状物質（ＰＭ 2.5）の注意喚起が必要な判断基準（1 時間値が
85 μ g/ ㎥以上）を超えた場合に、防災行政無線（屋外スピーカー・戸別受信機）によりお知らせします。
また、注意喚起後に１時間値が 50 μ g/ ㎥以下に改善した場合に、注意喚起解除のお知らせも行います。
●ＰＭ２．５が基準を超えた場合、次のことに注意をしてください
・野外で長時間の激しい運動を控える   ・外出をできるだけ減らす   ・屋内換気や窓の開閉を最小限にする
※呼吸器系や循環器系疾患のある方、小児、高齢者等においては、体調に応じて、より慎重に行動するこ
とが望まれています。
●お知らせする時間帯について
　３月 20 日から 11 月 22 日までは午前８時～午後６時、11 月 23 日から３月 19 日までは午前８時～午
後５時となります。なお、基準値を超えたまま日没になった場合、防災行政無線による注意喚起解除のお
知らせは行いません。
●県においては、PM ２．５の注意喚起を実施・解除したときのメール配信サービスを実施しています
　メールの配信を希望される方は、以下の方法により登録してください。
　【登録方法】① pm2.5jyohoymg-touroku@mbr.nifty.com 宛に、空メールを送信します。
　　　　　　  ②登録完了のメールを受信したら、登録完了です。
　　　　　　　※詳しくは山口県のホームページをご覧ください。

防災行政無線
PM ２．５の濃度が基準を超えたときに注意喚起情報をお知らせします

★ PM ２．５とは　大気中に浮遊する粒子状の物質のうちでも特に粒径が２．５μ ｍ以下の微小粒子状物
質をいい、燃焼によるばいじんや自動車排ガスなどから発生するとされています。微小粒子状物質（PM2.5）
に関する情報は、環境省および山口県のホームページに掲載されています。〈μ ｍ＝１００万分の１ｍ〉

◆問い合わせ　生活衛生課　環境衛生班　☎０８２０（７９）１０１２
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平成 25 年 12 月１日付け
任期：平成 28 年 11 月 30 日まで

（敬称略）

新しい民生委員児童委員さん
が決まりました

◆久賀地区【住所（担当地区）】

＜民生委員・児童委員＞
長谷豊子【大崎（白石、大崎）】
廣村フミ子【山田中（山田上、山田中、山田下）】
升谷百合子【向津原（向津原、向町）】
山本定雪【八幡下（八幡上、八幡下、仲町）】
濵村治一【洲崎（洲崎、港町、戎町）】
松岡宏和【本町（上本町、本町、古町）】
岩崎逸朗【東天満町（東天満町、西天満町、東下津原）】
布村和男【西中津原（東中津原、西中津原）】
西田　薫【久保河内上（久保河内下、久保河内上、畑能庄）】
川田俊雄【新開西（新開東、新開西）】
秋山律子【中瀬田（上津原、中瀬田）】
伊原嘉一【丸山（丸山、流田、佐古）】
志津里芳一【宗光東（庄地、宗光東、宗光西）】
山中美代子【前島（前島）】
山本博敏【久保田中郷（久保田中郷、花田道面、平原大畑）】
杣野裕信【山下浜東 1 区（木屋原、大元、山下浜東１区）】
河村　勤【山下浜西２区（山下浜東２区、山下浜西 1 区、
　　　　　山下浜西２区、西ヶ原）】
＜主任児童委員＞
柏村寿美子【新開東（久賀地区全域）】
大洲昭子【東天満町（久賀地区全域）】

◆大島地区【住所（担当地区）】

＜民生委員・児童委員＞
足立孝志【東浜南（東浜北、東浜南、中塚）】
末廣　肇【小山田南（前港、後港、小山田北、小山田南）】
北杉憲昌【小平（流東、流西、小平）】
岩本敏朗【寺家（寺家、東畑、西畑）】
戎谷和修【明神松東（蔵本、明神松東、明神松西）】
川﨑幸則【三蒲中村（西の郷、三蒲中村、新屋敷、西田）】
上成　敏【自光寺（棟畑、屋代中村、奥村、石原、樫原、　
　　　　自光寺）】
木元雅洋【原（神領、中、原、田中、銅）】

原田良子【吉兼（徳神、吉井、郷の坪、吉兼）】
藤元吉治【川地（上北迫、下北迫、東北迫、上砂田、砂田、
　　　　　下砂田、川地、羽越）】
井倉清水【上片山（上片山、中片山、下片山）】
佐々木晋【先小田（石小田、先小田）】
山中亮吾【中小田（中小田、和田、屋代中田）】
畠中清紀【北一中（瀬戸、北一西、北一中、北一東）】

須賀洋次【北二東（北二西、北二中、北二東）】
田中悦子【南一（笠佐、南三、南二、南一）】
岡田　透【北石（宮の下、沖石、北石）】
山根安秀【小松中田（小松中田、手崎）】
佐藤春夫【明新（明新、新開）】
河村常和【安迫（安迫、水車、砂堀、小方）】
福田弘之【五反田（松ヶ崎、金屋、唐樋、五反田）】
廣田惠子【浜東（郷串、浜西）】
川端静代【浜東（浜東、上湯所、下湯所）】
中司　剛【大東（大東、久保、家房原、割石）】
髙山健司【中開地（川窪、中開地、天神東、明神、追通）】
鎌田長明【皆地（立石、皆地）】
珠山知子【中浜（赤石、中浜、迎原、原定）】
久保哲夫【久保庄（久保庄、下庄、坂本、西浜）】
松岡弘志【森添（森添、大歳、塩田）】
中谷嘉延【塩町（浜、塩町）】
大迫美夫【里（奥田中、木原、里）】
＜主任児童委員＞
藤岡照枝【上北迫（大島地区全域）】
柳澤裕実【小山田南（大島地区全域）】

◆東和地区【住所（担当地区）】

＜民生委員・児童委員＞
奥田知佐子【伊保田６区（情）】
岡本良夫【雨振（伊保田２区）】
吉村澄子【伊保田４区（伊保田３区、４区、５区）】
岸田邦子【伊保田９区（伊保田６区、７区、８区、９区の
　　　　　一部）】
西山和代【伊保田１０区（伊保田９区の一部、１０区、１１区）】
松井ナミ子【小伊保田（小伊保田）】
道同正基【油宇１８区（油宇１３区、１４区）】
福田公子【油宇１６区（油宇１５区、１６区、１７区）】
島﨑安枝【油宇１９区 , （油宇１８区、１９区）】
長尾玲子【馬ヶ原（馬ヶ原）】
村田一明【和田庄里（和田東泊、西泊、中泊）】
中西清美【和田庄西（和田庄東、庄西、庄里）】
秋本　悟【内入東（内入全域）】
濵本　誠【小泊東中（小泊全域）】
小方昭則【和佐東中浜（和佐磯、東浜、東中浜）】
松田正則【和佐大西（和佐西浜、大西、郷）】
尾﨑健治【神浦東（神浦全域）】
矢野　泉【森鹿老渡（森全域）】
矢野睦美【平野塩屋（平野後園、祗園、塩屋、内浜、鎌田）】
竹内伸哉【平野防河内（平野江口、為栗、本平野、防河内）】
川﨑壽夫【小積（小積）】
川岡善三【大積（大積）】
丸一治郎【長崎東（長崎全域、西方）】
藤本珠美【下田西（下田全域、白寿苑含む）】
井上正俊【船越西（船越全域）】
後藤由美子【外入東泊（外入下妙見、上妙見、宮下）】
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山西久雄【外入西三下（外入郷、西三下、東三下）】
柳原春美【外入東泊（外入西泊、東泊）】
桑原敏広【伊崎（伊崎）】
松井秀文【地家室郷（地家室全域）】
桑原市藏【佐連東（佐連全域）】
山根鉄雄【沖家室岡（沖家室岡、鼻）】
北川公祥【沖家室峠（沖家室峠、刈山）】
柳原正典【沖家室峠（沖家室南、中）】
＜主任児童委員＞
桑野ふじ枝【伊保田５区（東和地区全域）】
米倉千惠子【船越西（東和地区全域）】

◆橘地区【住所（担当地区）】

＜民生委員・児童委員＞
東原正一【鹿家（鹿家）】
村川照敏【栄（栄）】
松野俊秀【安高（安高）】
浦上卓三【原（原）】
河本リツ子【古城（古城）】
網本松惠【和戸（和戸）】
柳原惠子【和戸（和戸）】
木村伊津子【塩宇（塩宇）】
原田宮子【塩宇（塩宇）】

岡本進之【西浦（西浦）】
吉村光枝【真宮（真宮）】
木下力夫【正分（正分、おれんじヒルズ）】
西本輝美【長尾天満（長尾天満、安下）】
平田道博【源明（源明、川間、田中）】
大田光則【三ツ松東（三ツ松東）】
西川則男【三ツ松中（三ツ松中）】
松岡彩子【三ツ松西（三ツ松西）】
長尾健彦【庄南（庄南、庄北）】
西本新治【大泊（大泊）】
福升裕子【吉浦（吉浦、江頭）】
神田正美【神田（下開地、西開地、神田）】
廣津加代子【貞広（貞広、大光寺）】
金﨑哲男【新屋下（新屋上、新屋下）】
中原　忍【浜西（長浜、浜西、浜西中）】
久保恭子【浜東（浜中、浜東、日良居団地）】
中村敏子【土居西上（土居西上、西下、西中）】
中原洋子【土居東中（土居東中、東上、東下）】
藤野修雄【油良西（油良西、西中）】
角井仁志【油良東中（油良東中、東、郷）】
久保兼子【江ノ浦西（江ノ浦西、楽ノ江、江ノ浦東）】
村田タキ子【樽見（樽見）】
＜主任児童委員＞
正木能婦子【真宮（橘地区全域）】
矢田部富子【土居東中（橘地区全域）】

　食塩の摂り過ぎは高血圧を引き起こし、心疾患や脳血管疾患などにつながることは知られていますが、
その他にも身体に様々な悪影響を及ぼす危険性があることがわかっています。今回は骨に対する影響につ
いてお話します。
　私達の身体は摂り過ぎた食塩を腎臓でろ過し、尿として排泄しています。この時、同時
にカルシウムまで排泄されてしまいます。日常的にカルシウム摂取量が不足していると、
骨からカルシウムを溶かし出して利用するため、骨がスカスカになり、骨粗鬆症の危険性
が高くなります。骨粗鬆症になると、少しの力で骨が折れやすくなるため、寝たきりの原
因にもなります。血圧が高くないからといって、食塩を気にせずに食事をしていると、知
らず知らずのうちに身体への悪影響が現れます。健康な身体を保っていくために、大人は
もちろん、子どもの頃からちょび塩（減塩・適塩）に取り組んでいくことが大切です。

　しっちょる？   やっちょる？   健康づくり！～「ちょび塩」でおいしく元気に！ ～⑨

高血圧だけじゃない！食塩の摂り過ぎによる身体への影響

●ちょび塩クイズ
　次の調味料のうち、大さじ１杯当たりの食塩量が最も少ないものはどれでしょう？
　①ウスターソース　　②こいくちしょうゆ　　③ケチャップ
　（答えは９ページに掲載）

◆問い合わせ　健康増進課　健康づくり班　☎０８２０（７７）５５０４
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　今回は高齢期における食事のポイントについてお話します。皆さん
は〝健康寿命″という言葉を聞かれたことはありますか？これは「日
常生活で介護を必要とせず自立した生活を送れる期間」のことを言い
ます。この健康寿命を少しでも延ばし、いきいきと自分らしく過ごし
ていくためのポイントとして、毎日の食事では偏りなくいろいろな食
品を食べることが大切です。日常的に「ごはんと漬物だけ」などの食
事で済ませていると、必要な栄養素が不足し、足腰の筋力の低下や、
免疫力の低下により風邪や病気にかかりやすくなります。偏りのない
食事にするための目安として次の 10 品目の食品を食べる頻度を確か
めてみましょう！１日に 10 品目全てを摂るのが難しくても、１週間
程度を目安に不足するものがないようにしていきましょう。今回は海
藻や野菜を使った「わかめとえのきの炒め物」を紹介します。
《10 品目》
肉、卵、魚、牛乳・乳製品、油脂類、大豆製品、緑黄色野菜、いも類、
果物、海藻
　　　　　　　　周防大島町食生活改善推進協議会橘支部　正久紘子

★わかめとえのきの炒め物

材料 ４人分
わかめ（乾）
えのき
にんじん
しらす干し
しょうが
しょうゆ
砂糖
酒
ごま油

１０ｇ
１２０ｇ

６０ｇ
２０ｇ
２０ｇ

小さじ２
大さじ１/ ２

大さじ１
大さじ１

１． わかめは水で戻し、水気を切っておく。
２．Ａの調味料を合わせておく。
３．えのきは石づきを切り、半分の長さに切る。にんじんはせん切り
　　にする。しょうがはせん切りにする。
４．フライパンにごま油を熱し、③のえのき・にんじん・しょうがと
　　しらす干しを入れてしんなりするまで炒める。
５. ①のわかめと②の調味料を加えてさらに炒め、汁気がなくなったら、
　  火を止める。

エネルギー　66kcal　たんぱく質 3.7g　脂質 3.3 ｇ　炭水化物 6.9 ｇ食物繊維 3.2 ｇ　食塩相当量 1.0 ｇ

〈作り方〉   

税均等割額（年額）

現行 引き上げ分 引き上げ後

個人町民税 3,000 円　 500 円　 3,500 円　

個人県民税 ※ 1,500 円　 500 円　 2,000 円　

合計額 4,500 円　 1,000 円　 5,500 円　

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施

す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方

税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共
団

体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
臨
時
の
措
置
と
し
て
個
人
住
民
税
（
町
民
税

及
び
県
民
税
）
の
均
等
割
の
税
率
が
次
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

■税率
　平成 26 年度からの個人町民税及び個人県民税均等割に、
それぞれ年額 500 円を加算させていただくものです。

※ 個人県民税均等割額には、「やまぐち森林づくり県民税 500 円」が
含まれます。

■臨時特例措置の期間
平成 26 年度から平成 35 年度までの 10 年間

▼
個
人
住
民
税
均
等
割
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

A
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◆
山
口
県
文
化
功
労
賞

　

花
柳
梨
太
郎
さ
ん
（
東
安
下
庄
）

　
（
日
本
舞
踊
）

◆
山
口
県
教
育
委
員
会
表
彰

○
教
育
行
政
の
推
進

　

三
谷
俊
雄
さ
ん
（
久
賀
）

　
（
町
教
育
委
員
会
委
員
長
）

◆
山
口
県
教
育
委
員
会
表
彰

○
学
術
の
振
興
お
よ
び
文
化
財
の
保
護

　

尾
野
榮
明
さ
ん
（
内
入
）

　
（
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

◆
平
成
25
年
度

　

山
口
県
農
山
村
振
興
賞

○
団
体　

美
し
い
三
蒲
を
創
る
会　

○
個
人　

安
本
貞
敏
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

　
（
指
導
農
業
士
）

◆
平
成
25
年
度

　

山
口
県
更
生
保
護
事
業
功
労
者
顕
彰

○
中
国
地
方
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　

小
嶋
和
子
さ
ん
（
久
賀
）

○
山
口
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　

伊
東
喜
美
子
さ
ん
（
秋
）

　

岡
﨑
友
子
さ
ん
（
久
賀
）

◆
平
成
25
年
度

　

山
口
県
生
活
環
境
改
善
関
係
知
事
表
彰

○
生
活
環
境
改
善
事
業
功
労
者

　

川
中
辰
宏
さ
ん
（
久
賀
）

◆
第
14
回

　

や
ま
ぐ
ち
県
民
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
賞

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
里
山
救
援
隊

◆
平
成
25
年
度
山
口
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動

優
良
団
体
等
の
表
彰

○
知
事
賞　

コ
ス
モ
ス
会
（
小
松
）

○
優
良
賞　

和
田
小
学
校

○
優
良
賞　

大
島
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

○
モ
デ
ル
団
体
等
指
定　

安
下
庄
小
学
校

◆
平
成
25
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部

・
山
口
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
賞

　

矢
田
部
吉
崇
く
ん
（
明
新
小
学
校
５
年
）

・
佳
作　

谷
口
健
太
く
ん

　
（
大
島
中
学
校
２
年
）

○
習
字
の
部

・
山
口
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
賞

　

金
平
真
優
奈
さ
ん
（
大
島
中
学
校
２
年
）

○
標
語
の
部

・
佳
作　

田
中
郁
弥
く
ん

　
（
東
和
中
学
校
３
年
）

受
章
・
表
彰

◆
瑞
宝
双
光
章

　

原
田
壽
さ
ん
（
久
賀
）

　
（
危
険
業
務
従
事
者
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　

大
濵
進
さ
ん
（
伊
崎
）

　
（
元
東
和
町
消
防
団
分
団
長
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　

山
平
榮
一
さ
ん
（
久
賀
）

　
（
元
久
賀
町
消
防
団
分
団
長
）

◆
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

平
田
武
さ
ん
（
戸
田
）

　
（
前
町
教
育
委
員
会
教
育
長
）

◆
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞

　

森
野
小
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

◆
瑞
宝
単
光
章

　

末
廣
幸
也
さ
ん
（
和
佐
）

　
（
危
険
業
務
従
事
者
）

◆
総
務
大
臣
表
彰

　

藤
本
幸
一
さ
ん
（
和
田
）

　
（
統
計
調
査
員
）

　

11
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回

町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
任
期
満

了
に
よ
り
退
任
さ
れ
た
尾
野
亜
紀
子

氏
に
か
わ
り
中
村
篤
生
氏
の
教
育
委

員
の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
教
育
委
員　

中
村
篤
生 （
和
佐
）

・
任
期　

平
成
25
年
11
月
27
日
～
平

成
29
年
11
月
26
日

教
育
委
員
会
委
員
の
異
動
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11
月
17
日
、
星
野
哲
郎
記
念
館
に
お
い
て
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

（
奨
学
金
）
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
星
野

先
生
が
ふ
る
さ
と
周
防
大
島
町
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
創
設
し
た

も
の
で
、
町
内
の
学
校
に
通
う
学
生
や
町
外
の
学
校
に
通
う
町
在
住
の

学
生
が
決
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
２
０
０
０
字
程
度
の
作
文
を
提
出
し
、

選
ば
れ
た
学
生
に
学
資
資
金
を
授
与
す
る
も
の
で
す
。

　

６
回
目
と
な
る
平
成
25
年
度
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
は
、
町
内
外

の
学
校
か
ら
19
名
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
委
員
会
の
厳
正
な
審
査
の
結

果
５
名
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、
表

彰
式
で
朗
読
さ
れ
、
立
会
っ
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。表
彰
式
に
出
席
し
た
星
野
先
生
の
ご
子
息
、有
近
真
澄
さ
ん
は
、「
星

野
は
自
身
を
育
て
、
励
ま
し
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
へ
の
恩
返
し
と
い
う

思
い
、
特
に
皆
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
人
の
た
め
に
力
に
な
り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
こ
の
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
授
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
ご
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
、
椎
木
町
長
よ
り
受
賞
者
そ
れ

ぞ
れ
に
、
奨
学
金
20
万
円
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
度
も
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
行
う
予
定
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
町
内
の
学
校
に
通
学
す
る
学
生
、
町
外
の
学
校
に
通
学
す

る
町
在
住
の
学
生
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

星野哲郎スカラシップ
表彰式

受賞者の皆さん（写真右から）
石丸佑香さん（大島商船高専２年）
北川水輝さん（周防大島高等学校３年）
椎木町長
長尾美春さん（周防大島高等学校３年）
平田拓磨さん（周防大島高等学校２年）
岡村拓弥さん（柳井高等学校３年）

　

11
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
、
神
奈

川
県
藤
沢
市
湘
南
学
園
中
学
校
３
年

生
１
８
３
人
が
、
民
泊
を
伴
う
体
験

型
修
学
旅
行
で
周
防
大
島
町
を
訪
れ

ま
し
た
。
湘
南
学
園
中
学
校
は
体
験

型
修
学
旅
行
を
受
入
れ
始
め
た
平
成

20
年
か
ら
毎
年
町
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
生
徒
は
７
日
の
午
前
中
に
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
後
、
受
入

民
家
で
家
業
体
験
を
行
い
、
９
日
の

離
村
式
で
受
入
民
家
の
方
と
お
別
れ

を
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
年
、
体
験
型
修
学
旅
行

で
中
高
13
校
、
２
１
０
０
人
を
受
入

れ
ま
し
た
。

体
験
型
修
学
旅
行
で
今
年
も
訪
れ
ま
し
た

11
月
９
日　

離
村
式
で
涙
な
が
ら
に
別
れ

を
惜
し
む
生
徒
た
ち

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
し
て
、
全
国
大
会

に
出
場
さ
れ
る
個
人
・
団
体
に
激
励
費
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

●
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全

国
都
道
府
県
対
抗
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
開
催
期
間　

　

12
月
25
日
～
28
日

・
開
催
地　

大
阪
府

　

久
賀
中
学
校
３
年　

　

岡
﨑
寧
々 

さ
ん

▲全国都道府県対抗中学バレー
ボール大会へ出場される岡﨑寧々
さん（授与式：11 月 14 日）

全国大会出場者へ激励費授与

▲
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中
高
一
貫
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

９
月
20
日
か
ら
10
月
１
日
に
か
け
て
、

連
携
中
学
校
出
身
の
高
校
一
年
次
生
を

対
象
に
、
第
二
回
目
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
出
身
中
学
校
の
養
護
教
諭
が

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、
一
年
間
の

折
り
返
し
で
も
あ
る
こ
の
時
期
に
あ
た

り
、
悩
み
や
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

中    

高   

一    

貫    

教    

育    

だ    

よ    

り    

④

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

11
月
12
日
に
安
下
庄
中
学
校
、
東
和

中
学
校
、
周
防
大
島
高
校
安
下
庄
校
舎

の
三
校
で
、
第
14
回
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
出
発
し
、
ゴ
ー

ル
の
安
下
庄
中
学
校
を
目
指
し
て
、
約

２
７
０
名
の
中
高
生
が
町
を
駆
け
抜
け

ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
走
る
生
徒
の
姿

に
、
地
域
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
声
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
に
は
、
周
防
大
島
鍋
奉

行
会
か
ら
「
み
か
ん
鍋
」
を
ご
馳
走
に

な
り
、
心
も
体
も
温
ま
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　久しぶりに中学校の先生にお会いして、高校生
活での体験や出来事を話した。楽しいことや、変わっ
たこと、不安になっていることなどを聞いていただ
いた。これからの高校生活も、充実した生活を送っ
ていきたい。

カウンセリング後の生徒の感想

今
後
の
中
高
一
貫
教
育
行
事
予
定

・
郷
土
お
お
し
ま
発
表
大
会

　

１
月
16
日
㈭

【Ｐ 5 ちょび塩クイズ答え：③ケチャップ（食塩相当量０．６ｇ）
※①ウスターソース（食塩量１．３ｇ）、②こいくちしょうゆ（食塩量２．６ｇ）】

▲ふれあいマラソンの様子

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
の
フ
ラ
の
様
子

▲

　

第
８
回
周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
開
催

　

11
月
10
日
、
周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
第
８
回

周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
が
、
椋
野
漁
港
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
町
と
カ
ウ
ア
イ
島
姉
妹
島
提
携
50
周
年
を
記
念

し
て
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
フ
ラ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
観
光
協
会
で
は
周
防
瀬
戸
の
太
刀
魚
の
新
名
物
料
理
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
お
り
『
太
刀
魚
の
鏡
盛
り
』
料
理
の
実
演
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
み
か
ん
鍋
の
振
舞
い
も

行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
人
々
は
あ
つ
あ
つ
の
鍋
を
ほ
お
張
り
、
心
も
体
も
温

ま
り
ま
し
た
。

▲『太刀魚の鏡盛り』料理実演の様子。実演の後、
来場者に太刀魚が振る舞われました。

◆
問
い
合
わ
せ　

周
防
大
島
高
等
学
校　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
４
８
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自
衛
官
等
を
募
集

◎
防
衛
大
学
校
学
生

■
応
募
資
格

　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）
21
歳
未
満

■
受
付
期
間
（
試
験
日
）

・
一
般　

平
成
26
年
１
月
22
日
㈬
～

31
日
㈮
（
１
次
・
３
月
７
日
㈮
）

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
市
南
町
3
丁
目
8
番
4
号　

　

荒
田
ビ
ル
2
階

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
載
申
請
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名

簿
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
有
権

者
（
農
業
経
営
者
等
）
か
ら
の
申

請
に
基
づ
い
て
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
よ
り
、
そ
の
選
挙
資
格
を
調

査
し
調
整
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
毎
年
一
定
時
期
を

基
準
と
し
て
選
挙
権
を
有
す
る
者

を
登
録
し
、
名
簿
確
定
後
は
一
定

期
間
据
え
置
い
て
、
そ
の
期
間
に

行
わ
れ
る
農
業
委
員
会
の
委
員
に

関
す
る
す
べ
て
の
選
挙
に
用
い
ら

募
集

れ
る
選
挙
人
名
簿
の
こ
と
を
「
定

時
調
製
名
簿
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
作
成
す

る
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、

今
後
１
年
間
は
農
業
委
員
会
の
委

員
に
関
す
る
選
挙
へ
の
投
票
や
リ

コ
ー
ル
の
請
求
も
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
次
の
「
申
請
が
必
要

な
方
」
に
該
当
さ
れ
る
農
業
従
事

者
の
方
は
、
こ
の
広
報
と
同
時
に

配
布
さ
れ
て
い
る
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
が
必
要
な
方　

①
周
防
大
島
町
に
住
所
を
有
す
る

年
齢
満
20
歳
以
上
で
10
ア
ー
ル
以

上
の
農
地
を
耕
作
さ
れ
て
い
る
方

②
①
の
同
居
の
親
族
又
は
そ
の
配

偶
者
で
、
年
間
概
ね
60
日
以
上
耕

作
に
従
事
す
る
年
齢
満
20
歳
以
上

の
方

■
申
請
書
の
提
出
先　

　

周
防
大
島
町
農
業
委
員
会
（
久

賀
庁
舎
内
）

　

お
近
く
の
総
合
支
所
・
出
張
所

ま
た
は
行
政
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ

て
提
出
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

■
申
請
書
の
提
出
期
限　

　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

※
行
政
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
提

出
さ
れ
る
場
合
は
、
１
月
８
日
㈬

ま
で
に
行
政
連
絡
員
さ
ん
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

農
業
委
員
会

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

　

選
挙
管
理
委
員
会　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

が
送
付
さ
れ
ま
す

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な
ど
の

「
老
齢
年
金
」
は
、
所
得
税
法
上

の
雑
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
老

齢
年
金
」
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

１
年
間
の
年
金
の
支
払
総
額
な
ど

を
記
載
し
た
「
源
泉
徴
収
票
」
が

平
成
26
年
１
月
下
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
及
び
住
民

税
の
申
告
の
際
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
再
発
行

で
き
ま
す
の
で
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族

年
金
」
に
つ
い
て
は
課
税
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、「
源
泉
徴

収
票
」
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

岩
国
年
金
事
務
所　

☎
０
８
２
７
（
２
４
）
２
２
２
２

お
知
ら
せ

平
成
25
年
の
で
き
ご
と

（

広

報

紙

か

ら

）

○
２
月

・
１
日　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

へ
委
嘱
状
を
交
付

・
28
日　

ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ
ン
ゴ
群

生
地
が
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
海

域
公
園
地
区
に
指
定
さ
れ
る

○
４
月

・
1
日　

周
防
大
島
町
空
き
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
を

施
行

・
２
日　

橘
斎
場
葬
儀
棟
竣
工
式

○
６
月

・
３
日　

町
立
東
和
病
院
東
棟
の

第
１
期
工
事
が
終
了
し
、
外
来

診
療
を
開
始

・
22
日　

周
防
大
島
町
・
カ
ウ
ア

イ
島
姉
妹
島
提
携
50
周
年
記
念

『
ア
ロ
ハ
セ
レ
モ
ニ
ー
』
を
開
催

○
７
月

・
21
日　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

○
８
月

・
11
日　

明
新
小
学
校
屋
内
運
動

場
建
設
工
事
起
工
式　

○
10
月

・
11
日　

カ
ウ
ア
イ
島
に
て
周
防

大
島
町
・
カ
ウ
ア
イ
島
姉
妹
島

提
携
50
周
年
記
念
式
典
開
催

・
19
日　

の
ん
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
開
催
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固
定
資
産
税

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
農
業
・

漁
業
、
会
社
や
個
人
で
工
場
・
商

店
な
ど
を
経
営
さ
れ
る
方
で
、
そ

の
事
業
に
用
い
る
機
械
・
器
具
・

備
品
等
の
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

方
は
、
毎
年
１
月
31
日
（
土
・
日
、

祝
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）
ま
で

に
市
町
村
長
に
申
告
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
地
方

税
法
３
８
３
条
）

※
事
業
を
廃
止
・
休
業
さ
れ
た
場

合
も
申
告
は
必
要
で
す
。

　

な
お
、
前
年
度
以
前
か
ら
申
告

し
て
い
る
方
に
は
、
昨
年
申
告
し

た
償
却
資
産
の
明
細
と
、
申
告
書

を
12
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
今

回
が
初
め
て
と
な
る
方
は
申
告
書

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
送
で
申
告
さ
れ
る
場

合
で
、
受
付
印
を
押
し
て
あ
る
償

却
資
産
申
告
書
（
申
告
控
）
の
返

送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
返
信
用

切
手
を
貼
付
し
た
封
筒
を
必
ず
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
、
詳
し
い
内
容
は
、

税
務
課
課
税
第
２
班
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
注
意
点

※
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
は
確

定
申
告
の
減
価
償
却
と
は
別
の
申

告
と
な
り
ま
す
。

※
申
告
書
受
付
後
、
国
税
申
告
書

（
確
定
申
告
）
等
の
調
査
に
よ
り

修
正
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
提
出
の
期
限

 　

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

■
提
出
先

 　

税
務
課
課
税
第
２
班

 　

各
総
合
支
所
・
出
張
所

 
■
問
い
合
わ
せ

 　

税
務
課　

課
税
第
２
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

密
輸
に
関
す
る
情
報
提
供
を
！

　

門
司
税
関
で
は
12
月
を
『
年
末

特
別
警
戒
期
間
』
と
定
め
、
密
輸

の
取
り
締
ま
り
お
よ
び
情
報
収
集

を
強
化
し
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
「
密
輸

に
関
す
る
情
報
」
が
、
密
輸
摘
発

の
貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。〝
不
審
な
話
〟
や
〝
う
わ
さ
〟

を
耳
に
さ
れ
た
ら
、
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
４
６
１
）
９
６
１

■
問
い
合
わ
せ

　

岩
国
税
関
支
署　

☎
０
８
２
７
（
２
１
）
７
１
３
８

　

　周防大島町には、古墳、城跡、集落跡などの遺
跡が、過去の調査で判っているだけで９０箇所あ
ります。これらの場所を、文化財保護法では「周
知の埋蔵文化財包蔵地」と規定し、保存・保護を図っ
ています。
　こうしたことから、周防大島町内で土木・建築
工事（個人住宅を含む）を実施する場合は、文化
財保護法に基づく届出が必要となります。
　町内で土木・建築工事等を計画されている方は、
計画地が「周知の埋蔵文化財包蔵地」に該当する
かどうか、周防大島町教育委員会社会教育課まで
照会してください。
◆問い合わせ　
　社会教育課　☎０８２０（７８）２２０５

町内で工事を実施する場合は
届出が必要です

※逗子南遺跡から出土した須恵器

冬休みこども 50 円バスを実施

将来的な路線バスの利用促進を図る取り組みとして、
冬休みの長期休学期間におけるこども一律 50 円運賃
が実施されます。
◆対象期間　
　12 月 21 日㈯～平成 26 年１月７日㈫
◆対象路線　防長交通㈱が運行する県内一般乗合路線
※高速バス、空港連絡バス、岩国市由宇町内の路線
は除きます。
◆対象者　小学生以下の児童・幼児
◆運賃額　全区間一律で１乗車につき５０円
※ただし１歳未満の小児は、無賃。１歳以上６歳未満
の小児は、同伴する６歳以上の旅客１名につき１名無
賃。
◆注意点　　
・障害者割引等、他の割引制度との併用はできません。
・運賃のお支払いは現金に限ります。バスカード、回
数券でのお支払いはできません。

（例）平野から徳山まで行く場合
　・周防平野～大畠駅前　５０円
　・大畠駅前～柳井駅前　５０円
　・柳井駅前～徳山駅前　５０円
　　　　　　　　　合計１５０円で到着

◆問い合わせ　防長交通㈱平生営業所　
☎０８２０（５６）５１００
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お知らせ 12 月

町
人
権
教
育
推
進
大
会

■
日
時　

　

平
成
26
年
１
月
24
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
演
題

  「
心
の
居
場
所
は
そ
の
人
ら
し
く
」

■
講
師　

　

社
会
福
祉
法
人　

同
朋
福
祉
会

　

理
事
長
・
総
合
園
長

　

河
内
美
舟  

氏

■
場
所　

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

特
別
展
示
「
宮
本
常
一
と
岡

本
太
郎
‐
日
本
を
見
つ
め
た

二
つ
の
ま
な
ざ
し
‐
」

　

宮
本
常
一
と
岡
本
太
郎
の
写
真

を
中
心
に
二
人
が
切
り
取
っ
た
昭

和
30
年
～
40
年
代
の
日
本
の
姿
を

紹
介
し
ま
す
。

■
会
期

　

平
成
26
年
1
月
26
日
㈰
ま
で

・
開
館　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
６
時
（
入
場
は
午
後
５
時
30
分
）

・
休
館
日　

水
曜
日
お
よ
び
年
末

年
始
（
12
月
28
日
～
1
月
3
日
）

■
会
場

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

研
修
室

　

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
平

野
４
１
７
‐
11

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
学
芸
員

に
よ
る
展
示
解
説
）　　
　

　

12
月
15
日
㈰
・
1
月
5
日
㈰
・

　

1
月
26
日
㈰　

　

各
午
後
２
時
～
３
時

■
観
覧
料　

２
０
０
円　

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

平
成
25
年
度
企
画
展

「
宮
本
常
一
、
島
へ
の
ま
な

ざ
し
‐
離
島
振
興
法
制
定
60

年
か
ら
未
来
へ
」

　

宮
本
常
一
が
島
々
で
撮
影
し
た

写
真
か
ら
、
島
へ
注
い
だ
ま
な
ざ

し
を
読
み
解
き
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
本
常
一
の
自
筆
原
稿

な
ど
の
資
料
も
初
公
開
で
す
。

■
会
期

　

平
成
26
年
3
月
30
日
㈰
ま
で

・
開
館　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
６
時
（
入
場
は
午
後
５
時
30
分
）

・
休
館
日　

水
曜
日
お
よ
び
年
末

年
始
（
12
月
28
日
～
1
月
3
日
）

■
会
場

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

展
示
室

　

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
平

野
４
１
７
‐
11

■
観
覧
料　

３
０
０
円　

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

第
11
回
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
く
か

　

今
年
も
大
型
ツ
リ
ー
・
キ
ャ
ン

ド
ル
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
ク

リ
ス
マ
ス
色
に
染
ま
っ
た
久
賀
サ

ン
ロ
ー
ド
商
店
街
で
開
催
し
ま

す
。
バ
ザ
ー
・
似
顔
絵
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
１
コ
イ
ン
抽
選
会
・

金
魚
島
カ
ー
ド
交
換
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
久
賀

保
育
園
・
周
防
大
島
ギ
ッ
ズ
ビ
ク

ス
・
Ｇ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｙ
・
マ
ウ
ン
テ
ン

マ
ウ
ス
・
サ
ッ
ク
ス
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｕ

Ｓ
Ｔ
Ｙ
」・
広
島
県
の
ご
当
地
ア
イ

ド
ル
「
正
光
女
子
」
な
ど
が
出
演

し
ま
す
。

■
日
時　

　

12
月
21
日
㈯　

午
後
４
時
～

　

※
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
商
工
会
久
賀
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
０
４
７
８

特　設　人　権　相　談　所
◆日　　時　１月６日㈪　午前９時 30 分～正午

◆場　　所　橘総合センター

◆相談内容　人権問題、土地、家屋、金銭貸借、

　　　　　　離婚などの生活上の心配事

◆相 談 員 　 人権擁護委員

◆問い合わせ　福祉課　
　　　　☎０８２０（７７）５５０５

催
し

　創立 30 周年を迎えた放送大学は、テレビ等の放送
やインターネットで授業を行う通信制の大学です。働
きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみたい
など、様々な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま平成 26 年 4 月入学生を募集しています。
詳しい資料を無料で送付致しますので、お気軽にお問
い合せください。
○募集学生の種類
－教養学部－
　　科目履修生（6 ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　　選科履修生（1 年間在学し、希望する科目を履修）
　　全科履修生（4 年以上在学し、卒業を目指す）
－大学院－
　　修士科目生（6 ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　　修士選科生（1 年間在学し、希望する科目を履修）
○出願期間
　　12 月 1 日～平成 26 年 2 月 28 日
　 （インターネット出願も受付を開始しています）

○資料請求（無料）・問い合わせ
　〒 753-0841
　山口市吉田 1677-1（山口大学吉田キャンパス内）
　放送大学山口学習センター
　☎０８３（９２８）２５０１

　放送大学ホームページ　　http://www.ouj.ac.jp

－　放送大学４月入学生を募集　－
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○潮風呂保養館
☎０８２０（７９）００２１
・休館日　なし
・マイクロバスの運休
　12 月 28 日㈯～ 1 月５日㈰
○竜崎温泉潮風の湯
☎０８２０（７７）１２３４
・休館日　12 月 31 日㈫
・マイクロバスの運休
　12 月 28 日㈯～ 1 月５日㈰
・プール施設の休館
　12 月 25 日㈬～ 1 月６日㈪
○片添ケ浜温泉遊湯ランド
☎０８２０（７８）２２２６
・休館日　12 月 30 日㈪・31 日㈫、
　　　　　1 月 2 日㈭
・マイクロバスの運休
　１2 月 27 日㈮～ 1 月 6 日㈪
※元旦は初湯につかり、初日の出を眺
めていただくため、午前７時から午
後２時まで営業します。また、先着
順にぜんざいを無料サービスします。
○星野哲郎記念館
☎０８２０（７８）０３６５
・休館日　1 月 2 日㈭

年末年始
休業・営業のご案内

お知らせ 12 月

平成 26 年成人式
　
　◆日時・場所
　　平成 26 年１月４日㈯
　・式典　
　　午前 11 時～
　　　大島文化センター

平成 26 年消防出初式
　◆日時・場所
　　平成 26 年１月５日㈰　
　・観閲行進　
　　午前９時 40 分～
　・式典　
　　午前 10 時～
　　　東和総合センター

竜崎温泉温水プール指導日（12 月 21 日～１月 20 日）
実施日

１月
　７日㈫、８日㈬、９日㈭、10 日㈮、15 日㈬
　16 日㈭、17 日㈮

※指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあります。
◆問い合わせ　介護保険課　地域包括支援センター　
　　　　　　　☎ 0820（77）5530

や な い 警

察

署

だ

よ

り

犯罪や事故のない明るい年末年始を！

　年末年始は、犯罪や事故が多発するおそれがあるため、
警察では今年も年末年始の特別警戒活動や交通安全運動を
実施します。
　明るい新年を迎えるため、次のことに気をつけましょう。
●振り込め詐欺被害の防止
　不審な電話やメール、ハガキ等が届いたときは、次の点
に注意しましょう。
　・すぐに振り込まない。
　・警察や家族に相談する。
　・身に覚えのない要求は無視する。
●侵入盗被害の防止
　侵入盗被害の約半数が無施錠の玄関や窓から侵入されて
います。外出や就寝の際は必ず鍵を掛けましょう。防犯性
能の高い住宅部品の取付けも重要です。
●交通事故防止
　高齢者が関与する交通事故が多発しています。思いやり
とゆずり合いの気持ちで、安全運転に努めましょう。
　飲酒運転は、大変悪質で危険な行為です。「飲んだら乗
らない  乗るなら飲まない  飲ませない」を守りましょう。

◆問い合わせ
　周防大島幹部交番　☎０８２０（７２）０１１０　
　柳井警察署　　　　☎０８２０（２３）０１１０

　役場（政策企画課、各総合支所・出張所）において平成 26 年

１月 30 日㈭まで購入できます。

◆サイズ　縦 14 ×横８センチメートル
◆販売価格　５００円（税込み）
◆問い合わせ　政策企画課
　　☎０８２０（７４）１００７

平成 26 年版山口県民手帳販売中
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お知らせ 12 月

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
冬
コ
ー
ス
～

○
豆
腐
と
お
か
ら
料
理
づ
く
り

・
日
時　

　

平
成
26
年
1
月
17
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

・
場
所　

　

工
房
ふ
き
の
と
う　

　
（
志
佐
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
６
日
㈪

※
昼
食
あ
り

○
サ
ザ
エ
飯
づ
く
り
と
魚
の
さ
ば

き
方
体
験

・
日
時　

　

平
成
26
年
1
月
18
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

・
場
所　

　

実
施
者
宅
（
西
安
下
庄
）

・
体
験
料　

２
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
10
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
８
日
㈬

※
昼
食
あ
り

○
大
島
の
郷
土
料
理
づ
く
り

・
日
時　

　

平
成
26
年
1
月
22
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

・
場
所　

　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン
タ
ー　

　
（
小
松
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
10
日
㈮

※
昼
食
あ
り

〇
庭
先
で
で
き
る
炭
焼
き
体
験　

・
日
時　

　

平
成
26
年
１
月
23
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

・
場
所　

　

工
房
ふ
き
の
と
う　

　
（
志
佐
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

６
～
７
人

・
募
集
締
め
切
り　

１
月
14
日
㈫

※
昼
食
あ
り

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

し
め
縄
作
り
体
験
・
参
加
者

募
集
！

■
日
時　

　

12
月
25
日
㈬　

　

午
後
2
時
～
３
時
30
分

※
午
後
1
時
30
分
よ
り
東
和
総
合

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
前
に
て
受
付

■
場
所

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
・
大
ホ
ー

ル
（
平
野
）

■
講
師　

渥
美
秀
春
さ
ん

■
対
象

　

町
内
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
募
集
定
員　

　

70
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

12
月
20
日
㈮

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

■
後
援　

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

か
し
こ
い
消
費
者

めざせ！

健
康
食
品
の
送
り
つ
け
商
法
に
新
手
口
！

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

ま
た
は
町
商
工
観
光
課　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

【
相
談
】

　

数
日
前
、「
以
前
注
文
を
受

け
た
健
康
食
品
を
送
る
」
と

突
然
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

一
旦
断
っ
た
が
、「
注
文
時
の

録
音
も
あ
る
。
裁
判
に
か
け

る
。」
な
ど
と
言
わ
れ
、
仕
方

な
く
承
諾
し
た
と
こ
ろ
、
昨

日
商
品
が
届
き
、
中
に
は
こ

ち
ら
の
名
前
や
商
品
の
代
金

５
万
円
が
既
に
記
入
さ
れ
た

現
金
書
留
封
筒
が
同
封
さ
れ

て
い
た
。
ど
う
考
え
て
も
注

文
し
て
い
な
い
の
で
断
り
た

い
。

【
処
理
】

　

電
話
で
勧
誘
さ
れ
、
断
り

き
れ
ず
に
承
諾
し
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
、
期
間
内
で
あ

れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
る
と
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

注
文
し
た
覚
え
の
な
い
健

康
食
品
を
強
引
に
送
り
つ
け

ら
れ
る
と
い
う
、
新
し
い
手

口
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
以

前
は
、
代
金
引
換
の
宅
配
便

等
で
送
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
、
商
品
と
一
緒
に
現
金

書
留
封
筒
を
送
り
つ
け
、
後

日
、
電
話
で
代
金
を
郵
送
す

る
よ
う
に
指
示
す
る
手
口
が

見
ら
れ
ま
す
。
業
者
か
ら
脅

す
よ
う
な
口
調
で
支
払
い
を

迫
ら
れ
た
場
合
で
も
、
購
入

す
る
つ
も
り
が
な
け
れ
ば

き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
、
注
文

し
た
覚
え
の
な
い
商
品
は
受

け
取
り
を
拒
否
す
る
こ
と
、

そ
し
て
絶
対
お
金
を
払
わ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

フェリー「しらきさん」運休のお知らせ
　フェリー「しらきさん」は、定期検査のため平成 26 年
１月 15 日㈬から１月 29 日㈬まで運休となりますので、
伊保田港には寄港いたしません。
　詳しくは周防大島松山フェリー㈱までお問い合わせく
ださい。
◆問い合わせ　周防大島松山フェリー株式会社
　　　　　　　☎０８２０（７５）１５７５
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　

地
田　

幸
代

　
　
　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

お知らせ 12 月

　

　周防大島町では平成 25 ～ 26 年度において子ど
も・子育て支援法に基づき、子ども・子育て支援事
業計画を策定することとしています。このため、こ
の計画で確保すべき保育・子育て支援の「量の見込」、

「今後の利用希望」等を把握するため、子育て中の
保護者の方から現状と要望をお聴かせいただくニー
ズ調査を本年 12 月に実施します。ニーズ調査票が
お手元に届いた際は、ぜひご協力くださいますよう
お願いします。
●調査対象　
　町内の就学前児童および小学校児童のいる世帯約
　640 世帯

◆問い合わせ
福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

◆日時　平成 26 年１月 19 日㈰
　　　　開会式　午前８時 45 分～
　　　　試合開始　午前９時～
◆場所　周防大島町Ｂ＆Ｇ体育館
◆申し込み
　平成 26 年１月 10 日㈮までに参加希望チーム
は大島郡卓球協会事務局（☎０９０‐８２４７‐
７９４４）までお申し込みください。
◆主催　ＮＰＯ法人ココロとカラダ健究会
◆後援　周防大島町教育委員会

◆問い合わせ　ココロとカラダ健究会
　☎０８０（１９１９）１８５７

い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
！

　

年
の
瀬
も
間
近
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
こ
の
一
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
健
康
に
過
ご
せ
ま
し
た
か
。

　

高
齢
化
が
進
む
な
か
、「
も
し
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
不
安
を
お

持
ち
の
方
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

本
町
は
高
齢
者
の
約
2
割
の
方
が
要
介
護
認

定
を
受
け
て
お
り
、
認
定
者
数
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
「
要
支
援
」
認
定

者
は
約
3
割
を
占
め
て
お
り
、
75
歳
以
上
に
な

る
と
認
定
者
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
原
因
を
み
る
と
、
整
形
外
科
的

疾
患
（
膝
や
腰
の
病
気
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
等
）

や
認
知
症
、
脳
血
管
疾
患
が
多
く
、
特
に
要
支

援
認
定
者
に
お
い
て
は
、
整
形
外
科
的
疾
患
に

よ
り
家
事
や
入
浴
等
の
日
常
生
活
動
作
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
65
歳
以
上
の
方
（
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
）
を
対
象
と
し
て
、
ご
自
分
の

か
ら
だ
の
状
態
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
生
活
機
能
評
価
）」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

は
高
齢
者
の
皆
様
が
い
き
い
き
と
元
気
に
生
活

で
き
る
よ
う
、
日
々
の
生
活
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な
機
能
が
衰
え
て
い
な
い
か
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め
の
も
の
で
、「
運
動
」「
栄

養
」「
口
腔
」「
閉
じ
こ
も
り
」「
認
知
」「
う
つ
」

の
6
つ
の
項
目
か
ら
生
活
機
能
の
低
下
が
な
い

か
を
み
て
い
ま
す
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

結
果
を
み
る
と
、
約
3
割
の
方
に
何
ら
か
の
生

活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
ま
す
。
機
能
低
下
の

内
訳
を
み
る
と
約
7
割
の
方
に
、
運
動
機
能
の

低
下
が
み
ら
れ
、
転
倒
経
験
や
転
倒
へ
の
不
安

も
多
く
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
機
能
は
早
い
う
ち
か
ら

体
の
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
元
気
を
取
り
戻
し
た
り
、

そ
れ
以
上
状
態
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
予
防

や
健
康
に
関
す
る
教
室
や
個
別
の
相
談
、
訪
問

等
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
一

人
ひ
と
り
心
身
の
状
態
に
あ
わ
せ
た
健
康
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
６

ココリンピック２０１４
ココカラ杯　周防大島卓球大会

子ども・子育てに関するニーズ調査に
ご協力ください
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 ８日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 ８日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＴＬＶ‐１抗体検査 ８日㈬ 10：30 ～ 11：00

エイズ抗体検査 ８日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 １ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》
相談内容 実施日 時間

発達クリニック ９日㈭ 13：00 ～ 16：00

心の健康相談 21 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 24 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

12 月

21 日㈯
クリスマスキャンドルフェスタ in くか

〈16：00 ～ 　久賀サンロード商店街〉

22 日㈰
休日在宅当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉
安下庄海の市〈10：00 ～ 15：00 　橘グリーンパーク横〉

23 日㈪ 休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

24 日㈫

25 日㈬ しめ縄作り体験〈14：00 ～ 15：30 　東和総合センター〉

26 日㈭ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉

27 日㈮

28 日㈯

29 日㈰ 休日在宅当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

30 日㈪ 休日在宅当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

31 日㈫ 休日在宅当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

1 月

1 日㈬ 休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

2 日㈭ 休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

3 日㈮ 休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

4 日㈯ 成人式〈11：00 ～ 　大島文化センター〉

5 日㈰
休日在宅当番医〈正木内科医院☎ 77 － 0021〉
消防出初式〈9：40 ～ 　東和総合センター〉

6 日㈪

7 日㈫ 健康相談〈8：30 ～ 11：30 東和総合支所〉

8 日㈬ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 東和総合センター 2 階和室〉

9 日㈭

10 日㈮
育児相談〈10：00 ～ 11：30 たちばなケアプラザ〉 
こころの健康相談〈久賀福祉センター【要予約】〉 

【申込先】健康増進課　健康づくり班　☎ 77 － 5504

11 日㈯

12 日㈰
休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉
島スクエアふれあい市場

〈10：00 ～ 15：00 　旧田布施農高大島分校〉

13 日㈪ 休日在宅当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

14 日㈫

15 日㈬

16 日㈭

17 日㈮

18 日㈯

19 日㈰
休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉
周防大島卓球大会〈8：45 ～ 　Ｂ＆Ｇ体育館〉

20 日㈪

健康相談などに関するお問い合わせ　
健康増進課　☎ 0820（77）5504
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 25 年 10 月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

４０ ０ ５２

前年比

－３ －１ －７

物損事故件数

２２１ 前年比 －１５

今月の納期
　
　【第３期分】　固定資産税
　【第６期分】
　国民健康保険税（普通徴収）
　介護保険料　　  （普通徴収）
　後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　   （普通徴収）
    　 納期限      　　12 月 25 日㈬

人の動き（12 月１日現在）

人　口 １８, ５７７人 （27 人減）

男（日本人） ８, ４３９人

女（日本人） １０, ０５７人

外国人 ８１人 （１人増）

世帯数 １０, ０６９戸 （12 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生       5 人　　
　　転入    40 人 小計 45 人
減：死亡    43 人
　　転出     30 人 小計 73 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 （
周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
‐
２
）

　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
㈲
中
国
印
刷
社　

※
広
報
す
お
う
大
島
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

　

星
野
哲
郎
記
念
館
に
お
い
て
、
平
成
25
年
12
月
26
日
㈭
～
平
成
26

年
3
月
11
日
㈫
の
間
、「
星
野
哲
郎
、
流
行
歌
作
家
の
Ｂ
面
」
と
題

し
て
星
野
氏
が
作
詞
し
た
校
歌
や
社
歌
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

校
歌
や
社
歌
は
、
決
し
て
華
や
か
な
ジ
ャ
ン
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
星
野
氏
は
依
頼
さ
れ
た
仕
事
の
多
く
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
時

代
を
超
え
て
、
新
し
い
世
代
に
歌
い
継
が
れ
て
い
く
作
品
に
自
ら
の

名
前
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
星
野
氏
が
作
詞
家
と
し
て
の
地
位
を
築

い
た
後
で
も
、
輝
か
し
い
名
誉
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
は
反
対
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
異
な
る
ペ

ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
た
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。
シ
ン
グ
ル
盤
Ｂ
面
の

逸
話
な
ど
と
併
せ
て
、
そ
れ
ら
の
作
品
も
幅
広
く
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
船
乗
り
と
し
て
海
に
暮
ら
す
夢
を
断
た
れ
、

病
床
か
ら
始
め
た
投
稿
生
活
の
先
に
出
会
っ
た
「
作
詞
家
と
い
う
仕

事
」
に
星
野
氏
が
抱
い
て
い
た
自
負
、
あ
る
い
は
哲
学
の
一
端
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
企
画
展
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
、
帰
省
さ
れ
た
ご
家
族
の
方
々
と
ご
一
緒
に
、
星
野

哲
郎
記
念
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

星
野
哲
郎
記
念
館　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
３
６
５

　

商
工
観
光
課　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

〝 

星
野
哲
郎
記
念
館　

冬
期
企
画
展 

〟

　

星
野
哲
郎
、
流
行
歌
作
家
の
Ｂ
面

　

～
校
歌
、
社
歌
「
こ
ん
な
歌
も
書
き
ま
し
た
」
～

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


